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シンポジウム ②「『地球交響曲』を奏でる人たち」  
   日時 2002 年２月 17日（日） 12:30～17:00 
   場所 天理市民会館 
 
第１部 映画「地球交響曲 第四番」上映 （12時 30分～14時 45分） 
 映画「地球交響曲」は別名「ガイアシンフォニー」ともいう。「ガイア」とは、ギリシャ神話に登場する「大地の女
神」のことであり、地球そのものを指すことから、この映画のタイトルに用いられた。この映画「地球交響曲」はシリ
ーズ化されている。このシリーズの映画を手掛けている映画監督の龍村仁氏は、今回上映した第四番の制作コメントと
して、以下のように述べている。 
 「ひとりの人間の小さな魂の変化が、本当に地球（ガイア）の未来に変化をもたらし得るだろうか。そう願い、そう
祈る気持ちはあっても、現実にそれが可能だと言い切ることはとても難しい。・・・21世紀は「共に感ずる」シンフォ
ニーから「共に奏でる」シンフォニーへ。・・・21世紀は、人類のあらゆる営みの背後に柔らかい“霊性（スピリチュア
リティー）”が求められる時代になると思う。“霊性”とは、自分の生命が地球の大きな生命の一部分として生かされて
いるという実感のことだ。この実感に裏付けられた小さなひとりひとりの営みこそが地球の健やかな未来を創造してゆ
く。そして“霊性”は全ての人々の中に必ず存在する。そのことへの信頼を取り戻すことは我々大人たちの急務だ。」 
第２部 シンポジウム「『地球交響曲 』を奏でる人たち」 時間（15:00～17:00） 
   パネリスト：龍村 仁氏（映画「地球交響曲」監督） 
         加地伸行氏（大阪大学名誉教授） 
   コーディネーター：井上昭夫氏（天理大学おやさと研究所長） 
 龍村仁氏は上述した内容を中心にコメントし、加地伸行氏は儒教を中心とする中国哲学史、宗教思想史の研究の視
点からコメントをした。 

 


